
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　4000620072Y2/20120321

( 科目コード：4000620072Y2)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】物理 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】2 組・2 年次
【担当教員】

宇治野 秀晃

【授業目標・教育方針】
高校物理 ( 旧課程 ) 程度の電磁気学，熱力学の理解

【授業概要】
旧課程の高校物理教科書に則して，電磁気学と熱力学について講義します．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：傍用問題集：楠川 絢一，早川 礼之助，高見 穎郎：実教出版：4-407-03172-7
傍用問題集：センサー物理 I・II：啓林館編集部：啓林館：4-402-24306-8
図解：新訂物理図解：中村 英二，吉沢 康和：第一学習社：4-8040-4302-0
参考書：新しい高校物理の教科書：山本 明利，左巻 健男 編著：講談社 ( ブルーバックス )：978-4062575096
参考書：新・物理入門 ( 増補改訂版 )：山本 義隆：駿台文庫：978-4796116183
参考書：物理学読本 第 2 版：朝永 振一郎 編：みすず書房：978-4622025030
教科書，傍用問題集及び図解は，講義で使用しますので，漏れなく忘れずに購入して下さい．その他の参考書は，意
欲的な諸君のために挙げたものです．この他の参考書などの情報は，下記 URL に挙げておきます．

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【メッセージ】
様々な学問の中で，物理学はその修得に著しい困難を感じる学生が特に多い学問です．復習を中心に，日頃から地道
に学習に努めて下さい．また一人では解決できそうにない疑問点を，納得できないまま何日も放置しないようにしま
しょう．このような疑問点は決して一人で抱え込んだりせず，先生や物理の得意な級友に，その都度早め早めに質問
して教えてもらうことを強くお勧めします．

【リンク】
http://h4ujino.hp.infoseek.co.jp/

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：講義 80%( 中間試験 40%, 期末試験 40%)，小テ
スト 20%
試験問題は基礎的なレベルの A 問題，標準的なレベルの B 問題からなる．A,B 各問題の素点を各々 a,b とするとき，
成績判定の材料となる得点を min(100,min(a,60)+b) とする．

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回ー第 2 回 静電気、静電誘導 物体がもつ電気、摩擦による帯電、静電気力、クーロ
ンの法則、電気量保存の法則、導体と不導体、導体の
静電誘導、不導体の誘電分極

第 3 回ー第 5 回 電場、電位 電場、電荷のまわりの電場、電気力線、帯電体から出
る電気力線の数、電位と電位差、電場と電位差との関
係、静電気力による位置エネルギー

第 6 回ー第 8 回 コンデンサー 場中の導体、静電しゃへい、コンデンサー、電気容
量、誘電体のはたらき、コンデンサーの接続、コンデ
ンサーに蓄えられるエネルギー

第 9 回ー第 10 回 オームの法則 電流、オームの法則、オームの法則の意味、抵抗率の
温度変化、電気抵抗の接続、電流計と電圧計

第 11 回ー第 13 回 直流回路 電池から流れる電流、キルヒホッフの法則、抵抗の測
定、ジュール熱、電力と電力量

第 14 回ー第 15 回 磁場、電流と磁場 磁場、直線電流がつくる磁場、円形電流がつくる磁
場、ソレノイドがつくる磁場

第 16 回ー第 18 回 電流が磁場から受ける力 直線電流が受ける力、磁束密度、平行電流が及ぼしあ
う力、ローレンツ力、一様な磁場内の荷電粒子の運
動、サイクロトロン、陰極線、電子の比電荷の測定、
電気素量の測定、電子の電荷と質量

第 19 回ー第 22 回 電磁誘導、インダクタンス 電磁誘導の例、レンツの法則、電磁誘導の法則、磁場
を横切る導線と誘導起電力、誘導起電力とローレンツ
力、自己誘導、コイルに蓄えられるエネルギー、相互
誘導

第 23 回ー第 25 回 RLC 回路、交流回路 RC 回路 , RL 回路、RLC 回路、交流回路
第 26 回ー第 27 回 気体分子運動論 , 内部エネル

ギー
気体分子の運動エネルギー、内部エネルギーの導出

第 28 回ー第 30 回 熱力学第１法則、
熱力学第２法則

気体のする仕事、熱量、熱力学第１法則、
熱力学第２法則
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